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正三角形シリーズ２１ 

 

 下の図の三角形ＡＣＤは正三角形です。辺ＡＣ上にＢＣ＝６㎝となる点Ｂをとり，辺ＡＤ上にＥＤ＝６㎝

となる点Ｅをとると，ＢＤとＥＣは垂直に交わります。四角形ＢＣＤＥの面積を求めなさい。 
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正三角形シリーズ２１ ２７㎝２ 

 

 四角形ＢＣＤＥは等脚台形なので，左右対称です。図①におい

てかげをつけた三角形は直角二等辺三角形で，○印をつけた角の

大きさは４５度です。また，●をつけた角の大きさは，６０－４

５＝１５（度）であり，斜線部分の三角形は，角の大きさが１５

度・７５度・９０度の直角三角形です。 

 

 

 

 ここで，図②のように辺の長さが台形ＢＣＤＥの対角線の長さと等しい正方形を作ります。台形ＢＣＤＥ

の面積は，正方形の面積の半分です。図③のように，正方形をあみ目部分の１辺６㎝の正方形と，斜辺の長

さが６㎝である１５度・７５度・９０度の直角三角形４個に分けることで， 

その面積は，６×６＋６×３×
１

４
×４＝５４（㎝２）であることがわかります。 

よって，四角形ＢＣＤＥの面積は，５４÷２＝２７（㎝２）です。 

 

   図②                    図③ 
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